
第２期常総市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（案）に係る

意見公募について

第２期常総市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（案）に対し，ご意見をお寄せいただき，ありがとうございました。

お寄せいただいたご意見（概要）と市の考え方など，意見募集の結果について公表します。

＜意見募集の実施状況＞

（１）案件名 第２期常総市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（案）

（２）募集期間 令和3年2月1日（月曜日）から令和3年3月2日（火曜日）まで

（３）公表方法 常総市ホームページ，常総市役所市民と共に考える課での閲覧

（４）提出意見数 １件

（５）意見提出方法 電子メール



受付日
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管理
№

意見に対する市の考え方
人口ビジョン・総合戦略（案）の

修正等

①

基本目標１
１ー１ 道の駅を核と
した地域経済の活性化

・加工品等の地場産品
販売の仕組みづくり

すべての野菜が切られた状態で売っていると購買意欲がわく。共
働きで土日にこどもを道の駅で遊ばせながら，帰りに商品を買っ
て帰れれば，帰ってからの一週間分の仕込み作業が減り時間の有
効活用ができる。

道の駅の開業準備の中で，ご提案のように，より常総市の新鮮な野菜などを購入していただける工夫
や仕組みづくりを指定管理予定者（運営予定者）や生産者等とともに行い，来訪者に満足いただける
よう進めてまいります。

計画（案）のとおりとします。

②

基本目標１
１ー２ 農業先進都市
の実現

・ブランド化・差別化 イスラム教圏住民が増えていることや，イスラム教国への輸出拡
大を狙って，ハラル認証の推進もGAP認証とともに行うといいかも
しれない。もしくは諸外国のリーダーなどに献上すると認知度が
あがるかも。

常総ブランドの確立に向けては，従来の地場産品だけでなく，外国籍の住民が多い常総市の特徴を活
かした商品開発もできるよう検討してまいります。

計画（案）のとおりとします。

③

基本目標２
２ー１ 道の駅を核に
したにぎわい創出

・道の駅を軸とした観
光と交流の地域づくり

茨城空港からの海外ツアー客の圏央道移動時の食事休憩所として
利用してもらえないか旅行代理店に営業をしてみてはどうか。

常総市の道の駅は，市の玄関口としてだけではなく交通の要衝である立地条件を活かし，茨城県の玄
関口としても多くの人が訪れていただけるよう指定管理予定者（運営予定者）だけでなく茨城県とも
検討してまいります。

計画（案）のとおりとします。

④

基本目標２
２ー２ 観光地域づく
りの推進

・フィルムコミッショ
ンの強化

国内では撮影地として知名度をあげてきたのではと実績を感じる
ので，海外映画やドラマの撮影地として誘致拡大すると，聖地巡
礼などにつながるのではないか。

本市のフィルムコミッションの取組みにつきましては，設立から1,500本を超える作品を輩出するこ
とができ，市の知名度アップ等に寄与してきました。
今後につきましても，映画・ドラマ等のロケーション誘致を継続して行い，地域活性化及び観光地域
づくりに繋げていきたいと考えております。

計画（案）のとおりとします。

⑤

基本目標３
３ー１ 結婚・こども
を産み育てやすい環境
つくり

・妊娠・出産支援 不妊治療の初期段階は検査やタイミング法で毎月不定期に2～3く
らいの急な通院が必要になるはず。このことは，女性の勤労と職
場に大きなストレスをうむ。仕事をやめなければなくなるのは男
女共同参画社会に反するので，会社に休暇に配慮してもらえるよ
う，会社側に対する補助金なども新しい方法なのではないか。

不妊治療につきましては令和４年度からの保険適用に向け，現在国の政策が進められているところで
す。それに伴い，治療に必要な休暇取得等の処遇についても，制度の整備が期待できると考えており
ます。

計画（案）のとおりとします。

⑥
基本目標３
３ー２ 就学前の子育
て支援の充実

現在，病後児保育事業は実施しておりませんが，今後医療機関との連携を図り，ニーズに対応できる
よう努めてまいります。

計画（案）のとおりとします。

⑦

基本目標３
３ー３ 学校教育環境
の充実

児童生徒が健やかに育ち，確かな学力と豊かな心を身に着けられるよう，教育環境の充実を推進する
考えです。
児童生徒数の減少傾向等を踏まえ，小中学校の適正配置は喫緊の課題と捉えており，学校の現況を加
味しつつ適正配置案を作成し，地域の意見を伺いながら推進する考えでおります。

計画（案）のとおりとします。

⑧
基本目標３
３ー２ 就学前の子育
て支援の充実

児童クラブについては，祖父母の状況は問わず，保護者（父母）の就労等により留守家庭となる場合
は，入所申請が可能になるよう令和２年度から運営内容の拡充を図っております。

計画（案）のとおりとします。

⑨

基本目標３
３ー３ 学校教育環境
の充実

・給食費の無料化 コロナの子育て支援としても有効なのではないか。徴収がなくな
ることで職員の滞納整理事務も減り，未納者に対する保護者の不
公平感も減り，かつ自産自消をより進めれば市内農家の援助にも
なり，市民税となり市に還元されるし，政策的にも近隣にはなく
斬新と思われる。

本市の学校給食の概要としましては，児童3,800円／月，生徒4,200円／月を賄材料購入費としてご負
担いただくほか，賄材料購入費の一部（地場産物や食物アレルギー対応の食材の購入分）等に市の助
成金を充当して運営しております。
ご質問の学校給食の無料化につきましては，仮に，無償化にした場合は，年間数億円の財政負担が生
じるため，現時点では難しいものと考えております。なお，昨年に限っては，新型コロナウイルス感
染症の感染拡大対応とした臨時休校があり，学校再開に伴って，子育て世帯の経済的負担軽減等のた
め，国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し，６月と７月の給食費を無料化
しました。
今後につきましては，基本は受益者負担が原則であるものと捉えておりますが，コロナウイルス感染
症の感染拡大対策を含む国の動向を注視し，慎重に検討してまいりたいと考えています。

計画（案）のとおりとします。

⑩
基本目標４
４ー３ 安全快適な生
活環境づくり

・図書館利用の充実 電子書籍は魅力的。最新の本が見れるようになるといいし，本は
劣化しないし，返却管理などの職員の事務も減るならすぐに実施
してほしい。

電子書籍の導入につきましては，図書館利用の充実として目標を掲げており，現在情報を収集してお
ります。いただきましたご意見は，導入に向けて，関係部署で共有させていただきます。貴重なご意
見をいただきまして，ありがとうございました。

計画（案）のとおりとします。

⑪

横断的
目標１

５ー２ コミュニケー
ション支援

常総市にはブラジル・フィリピン・ベトナム・スリランカ・中国の他に36か国の多国籍にわたる外国
人が住んでいます。日本人向けに外国語学習の実施を計画すると同時に，希少言語への対応よりも
『やさしい日本語研修』や『やさしい日本語』の表記等を積極的に推進して参ります。また，外国人
への生活支援については，7か国の生活ガイドブックを作成しましたので活用していただきたいと思
います。
（※やさしい日本語とは・・普段使われてる言葉を外国人にもわかるよう配慮した簡単な日本語のこ
とです。やさしい日本語は外国人の約7割が理解できる言葉です。）

計画（案）のとおりとします。

⑫

横断的
目標１
５ー２ コミュニケー
ション支援

・社会参画支援及び地
域活性化の推進

外国人と地域日本人をつなぐ，バディ制度をとりいれてはどう
か。市としてやるのは国内では革新的だし，なにより助ける気が
あっても，誰か何を必要としているのかが普段の生活ではわから
ないので，人材バンクに応募させ，こういうつなぎ役をしてもい
いと思う。参考にベルギーメレヘン市，愛知県等あります。

常総市の外国人住民は5千人を超え増加傾向にある中，市では外国人が安全・安心して暮らせるまち
づくりを目指しております。そのために，コミュニケーション支援・生活支援・多文化共生の地域づ
くり・地域活性化やグローバル化への貢献を掲げ多文化共生施策の推進体制の整備を図って参りま
す。また，地域づくりの視点からバディ制度は有効な手段と思慮されるので，調査・研究をするとと
もに外国人が支援する側として活躍できるよう併せて推進して参りたいと思います。

計画（案）のとおりとします。

・外国人向けだけでなく，力になりたい日本人の外国語学習の場をもっと提供してほし
い。職場別やゴミ捨て時など生活シーン別に，より生活に根ざした実務的な内容を求む。

パブリックコメントで寄せられた意見と市の考え方

　　　令和３年２月１日から３月２日までの３０日間，「第２期常総市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（案）」に対する意見募集を実施しました。

　　　寄せられたご意見及びご意見に対する考え方は次のとおりです。

意見の要旨

H33.2.3 1

・定年も70にのびることを踏まえると，核家族だけでなくすべての子育て世帯がますます
病後児保育を必要とする世の中になるはずなので，充実を図ってほしい。

・適正配置をより一層スピーディーに実施してもらい，施設の固定管理費を削減して，教
育内容と人員補充にあててもらいたい。

・児童クラブも，定年も70にのびることを踏まえより充実を図ってほしい。


